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応力・ひずみ曲線の数式化 

• 弾完全塑性体（ヤング率Ｅ，降伏強度Ｙが必要） 
• 微小変形（形状の変化は無視できるものとする） 
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一次元の弾性問題 フック法則による
一次元問題 
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一次元の完全塑性問題 
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3本ワイヤ(弾性) 
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重ね合わせ 基本系 第一系 
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ワイヤの縦弾性係数Ｅを，断面積を等しくAとし，ワイヤの質量は無視できるものとする 

応力・ひずみ関係 力・変位関係 
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応力法による解法 



3本ワイヤ(弾塑性) 
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変位法による解 
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微小変形 
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ワイヤADに生じる伸びとワイヤCD に生じる伸び∆との間の

幾何学的関係から，次式が得られる 

変位法による解 
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図３のように，剛体棒ADは壁と2本のワイヤによって水平に支持
されている。各ワイヤの降伏応力は Y, 面積は a である。先端に
垂直荷重が作用したときの崩壊荷重 P を求めよ。 
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宿題（2013年試験問題） 
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